
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 今日は、七夕です。5年生も願いごとを書いた色とりどりの 

短冊や飾りを笹の葉につるす活動を行いました。 

 ところで、「たなばた」はなぜ、「七夕」と書くのでしょうか？ 

七夕の起源について調べてみると、諸説ありますが以下のような 

内容です。 

 「棚機（たなばた）」とは古い日本の行事で、乙女が

着物を織って棚にそなえ、神さまを迎えて秋の豊作を

祈ったり人々のけがれをはらったりするというものだ

ったそうです。選ばれた乙女は「棚機女（たなばたつ

め）」と呼ばれ、川などの清い水辺にある機屋（はたや）

にこもって神さまのために心をこめて着物を織ります

が、そのときに使われたのが「棚機」（たなばた）」と

いう織り機なのだそうです。やがて仏教が伝わると、

この行事はお盆を迎える準備として 7月7日の夜に行

われるようになりました。現在七夕という二文字で「たなばた」と当て字で読んでいるの

も、ここから来ていると言われています。 

 また、「乞巧奠（きこうでん）」は、中国の行事で 7月 7日に織女星にあやかってはた織

りや裁縫が上達するようにとお祈りをする風習から生まれたそうです。庭先の祭壇に針な

どをそなえて、星に祈りを捧げます。やがてはた織りだけでなく芸事や書道などの上達も

願うようになりました。現在、家庭科で裁縫の学習に取り組んでいるので、この機会にお

祈りをするのもいいのかもしれません。 

 子どもたちによってお願いは多種多様でしたが、その願いが叶うよう毎日の生活を頑張

っていくことも大切なことだと考えます。1 学期も残り 11 日です。しっかりと締めくく

っていい夏休みを迎えていきたいと思います。 
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・今までよりもたくさん勉強ができました。メディアの時間を減らせました。 

・学年×１０分以上学習できたのでよかったです。次は音読をがんばりたいです。 

・メディアを見た時間がいっぱいだった日もあったので、直したいです。 

・テレビを見る時間を、本を読む時間にできてよかったです。 

・自分から進んで学習ができたが、メディアの時間が多かったので、直したいです。 

・もう少し音読をしていきたいです。 

・ 

 


